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高千穂交易株式会社
2023/9/19(火) 東京IPO主催 個人投資家向けオンラインIRセミナー

技術商社

「モノ売り」から「コト売り」へ 

サマリー

配当性向100%

◼ 商材に技術的な付加価値を加えて販売する商社

◼ 全社員の40%超がエンジニアで構成

◼ 中期経営計画2022-2024では収益性の向上に注力

◼ 収益性の高いクラウドサービスが成長事業

◼ ROE３期平均8%達成まで配当性向100%を維持

◼ 目的は資本効率性とバランスシートの改善

◼ 予想利回り（株主優待含む）は4.67％（*)
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P.9「高千穂交易の強み」

P.21「サービスビジネスの成長」

P . 2 5 「 配当方針 」

* 2023/9/14(木)終値、株数300株で計算
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会社名 高千穂交易株式会社

証券コード 東証プライム 2676

設立 1952年3月13日（創業71年）

本社所在地
東京都新宿区四谷１－６－１

YOTSUYA TOWER ７F

代表者 代表取締役社長 井出 尊信

従業員数 連結496名、単体243名（2023年3月31日時点）

連結子会社
国内1社

海外8社（上海・香港・バンコク・シンガポール・シカゴ）

会社情報
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高千穂交易は、エレクトロニクス機器に

技術的な付加価値を加えて提供する技術商社です。

万引き防止システム 監視カメラ 半導体・電子部品

当 社 の 主 な 取 り 扱 い 商 材



事業概要
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クラウドサービス＆

サポート

10.2%

システム

41.2%

デバイス

48.6%

2023年3月期

連結売上高

23,360百万円

「安全・安心・快適」を実現し、お客様の課題を解決する３つの事業セグメント

注力事業として

システムセグメントより独立

クラウドサービス

＆サポート
システム

デバイス

安全なビジネス環境の構築や

店舗犯罪への対策を支援

サービス・モノづくりの

高付加価値化を支援

クラウドサービス 保守 セキュリティソリューション

半導体・電子部品 機構部品



高千穂交易の３つの強み
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お客様の潜在的なニーズを掴み、

世界の先端商品を発掘する目利き力

新たな価値を提供し、

お客様の課題を解決する高い技術力

創業70年間で培った強固な顧客基盤



高千穂交易の強み①「目利き力」
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万引き防止システム リモートアクセス クラウド型無線 L A N

1970年販売開始 2013年販売開始2002年販売開始

潜在的なニーズを掴んで世界の先端商品を発掘する目利き力

2010年販売開始

MPS社アナログ半導体ス ラ イ ド レ ー ル

1970年販売開始



高千穂交易の強み②「技術力」
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新たな価値を提供し、お客様の課題を解決する高い技術力

４2.5％

エンジニア系
社員の割合

2023年4月1日時点

ワンストップサービスを提供 充実した技術サポー ト体制

365日/

24H対応
（一部エリア・製品を除く）

サービス網

全国300カ所

付加価値の高いサービスの実現

コ ン サ ル テ ィ ン グ

開 発 ・ 設 計

設 置

ア フ タ ー サ ー ビ ス



高千穂交易の強み③顧客基盤

•
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顧客総アカウント数 25,000

創業70年で培ったお客様との信頼関係による強固な顧客基盤

過去取引のあった
お客様との取引再開

クロスセルの実施
豊富な取引事例を

データベースとして活用



目次

11

1.  会社概要

2. 事業セグメント

3. 業績

4. 中期経営計画

5. 株主還元



事業セグメント①クラウドサービス＆サポート
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保 守 事 業

クラウドサービス事業

① MSPサービス

② その他クラウドサービス

システムセグメント製品(*)のアフターサービスを提供

365日
24H対応

（一部エリア・製品を除く）

サービス網

全国300カ所

(*)対象製品

• リテールソリューション製品：万引き防止システム他

• ビジネスソリューション製品：入退室管理システム、ネットワーク機器他

機器代
＋

クラウドサービス
ライセンス料

＋
保守料

ま と めて月額で提供

クラウド型無線LANシステム

クラウド

設定・監視利用顧 客 高千穂交易

クラウド製品の保守・稼働監視を
アウトソーシングできるサービス

クラウドサービス＆サポート

ヘ ル プ デ ス ク

クラウド

36%
保守

64%

2023年3月期 売上構成比

1,940 
2,115 

2,385 

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

売上高推移（単位：百万円）



MSPサービスの契約状況
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契約数
2023年6月末

17,248ライセンス

新規契約数
2023年4月～6月

793ライセンス

月次解約率(*)

2023年４～6月平均

0.42％

■ MSPサービス契約数推移

（*）月次解約率：１ヶ月の契約解約数÷前月末の累計契約数

17,248



事業セグメント②システム
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リテールソリューション（小売業向け事業）

ビジネスソリューション
（主にオフィス・データセンター向け事業）

グローバル （ 東南アジア向け事業 ）

システム

リテール

33%

ビジネス

35%

グローバル

32%

2023年3月期 売上構成比

万引き防止システム 顔認証システム・監視カメラ

入退室管理システム

防火システム

ドラッグストア向け万引き防止システム・監視カメラシェアNo.1(*)

外資系企業オフィス向け 入退室管理システムシェアNo.1(*)

(*)当社調べ

ネットワークシステム

10,749 
9,895 9,630 

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

売上高推移（単位：百万円）

主な販売先

• 総合スーパー

• ドラッグストア

• アパレルショップ

• 家電量販店

主な販売先

• プラント建設会社

• 発電所

強み① ワンストップで提供できる技術サービス

強み② 長年の販売実績による豊富なノウハウ

監視カメラ



強み①製品ラインナップ

特定分野でトップクラスの

シェアのメーカーを品揃え

事業セグメント③デバイス
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デバイス

エレクトロニクス

61%

メカトロニクス

39%

2023年3月期 売上構成比

メカトロニクス （機構部品 ）

エレクトロニクス（半導体・電子部品）

複合機・ATM向け機構部品(*1)

シェアNo.1(*2)

ス ラ イ ド レ ー ル

（*1）機構部品：ダンパー付スライドレール、開閉・引き出し用機構部品
(*2)当社調べ

シリコンマイク

7,901 
8,773 

11,344 

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

売上高推移（単位：百万円）

強みは『開発力』

• お客様の仕様に合わせて

一部製品を開発

• 複数の製品を組み合わせた

ユニット製品を企画開発

製造業向けに主に国内製品（一部自社開発）を販売

スパイラルシャフト

製造業向けに主に海外製品を販売

アナログ半導体

半 導 体 製 造 装 置

プ リ ン タ ー

カーナビゲーション

主な使用例

39%

19%

15%

9%

7%

5%6% 産業機器

オフィス機器

モジュール

民生機器

アミューズメント

車載・輸送機器

その他

2023年3月期

売上構成比(用途別)

強み②技術サービス
自社ラボでの検証や

コンサルティングを実施

マイクロコントローラー
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業績推移
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989 

788 
886 

1,024 

1,376 

1,620 

2,050 

3.5%

1.4%

4.0%
6.0%

7.7% 7.7%

10.0%

19,894 20,616 20,591 20,784 

23,360 
24,800 

26,000 

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

計画

2025年3月期

計画

■ 売上高（百万円）

■ 営業利益（百万円）

■ ROE(%)

のれん減損

中期経営計画 2022-2024中期経営計画 2019-2021

収 益 性 の 向 上 ・ 資 本 効 率 性 の 改 善

上場来最高を更新



2024年3月期  第1四半期決算サマリー
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[単位：百万円]
2023年３月期

1Q実績
2024年３月期

1Q実績
増減

2024年3月期
通期計画

進捗率

売上高 4,974 6,080 +1,105 24,800 24.5% 

営業利益 206 314 +108 1,620 19.4%

営業利益率 4.2% 5.2% +1.0pt 6.5% ー

経常利益 431 574 +142 1,600 35.9%

当期純利益 317 393 +76 1,249 31.5%

2,424
3,514

2,045

2,025505

540

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2023年3月期1Q 2024年3月期1Q

145

338

▲ 46

▲ 103

108

79

▲ 200

▲ 100

0

100

200

300

400

500

2023年3月期1Q 2024年3月期1Q

■ クラウドS&S ■ システム ■ デバイス

YoY＋22.2%

YoY＋52.3%

前年同期比で増収増益。主なポイントは下記３点。

① エレクトロニクス（デバイス）：受注残の取り込み、新規代理店契約の効果で

大幅増収(+)

② MSPサービス（クラウドサービス＆サポート）：ライセンス数が積み上がり、

サブスク収入が増加(+)

③ リテールソリューション（システム）：インバウンド需要等で好調な市場向けの

販売が増加（＋）

連結業績予想：顧客の生産調整や為替動向等が不透明であることから据え置き

*2023年8月4日公表

セグメント別売上高  [単位：百万円 ]

セグメント別営業利益  [単位：百万円]
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中期経営計画2022-2024
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2023年3月期
(実績)

2025年3月期

売上高 23,360百万円 26,000百万円

経常
利益

1,588百万円 2,000百万円

当期
純利益

1,205百万円 1,400百万円

ROE 7.7％
10.0％（目標）
8.0％（必達）

数 値 目 標

創造へのチャレンジ
～Toward 100th anniversary ニューノーマル時代における新たな価値創造へ～

事 業 戦 略

① ROE3期平均8％達成まで配当性向100％

② 大型投資には有利子負債の活用を検討

① サービスビジネスの成長 

② ロイヤルカスタマー戦略の推進・深化  

③ 将来のコア事業の創造 

④ 経営基盤の強化 

⑤ 3年間で総額30億円の戦略投資枠

① 「投資委員会」・「指名・報酬委員会」の設置

② 役員報酬のKPIにROEを設定

資 本 戦 略

ガ バ ナ ン ス

★

★

★

★:本セミナーご説明箇所



クラウドサービス

＆サポート

15.4%

事業戦略『サービスビジネスの成長』 ～「モノ売り」から「コト売り」へ～
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506 600 
900 

2023年3月期

実績

2024年3月期

計画

2025年3月期

計画

クラウドサービス＆サポート システム・デバイス

◼ 営 業 利 益 [ 単 位 ： 百 万 円 ]

全体の約44%に

クラウドサービス

＆サポート

10.2%

2023年3月期

売 上 構 成 比

2025年3月期

売 上 構 成 比

収益性・安定性の高い『クラウドサービス＆サポート』を

全体に占める売上比率15%超、営業利益比率4４%を担うセグメントに成長させる

目標達成のための方策

① MSPサービスの成長

② 新サービスの開発

T K エ コ シ ス テ ム

代理店による拡販

解約率の低減対象製品を追加

製品コンセプト

『スマートオフィス』

フィジカルセキュリティと

ネットワークセキュリティを

一元管理する

BtoB向けプラットフォーム



経営基盤の強化  「人材育成・人材投資の強化」
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株主共同利益

の共有

多様なキャリアパスが

併存する仕組みの

構築

職能型及び業績連動型

報酬制度の強化
働 き 方 改 革

◼ DX人材・グローバル人材育成支援

プログラムの導入

◼ コア事業の成長に必要な人材の採用

◼ 新たな知見の「創造」を企図した

副業制度の導入

◼ 女性の活躍支援

◼ 専門職、マネジメント職の選択

◼ 機動的な人材配置の転換

◼ ワークライフバランスへの取り

組み推進

➢有給休暇取得率：70%

➢育児休業取得率：100％

◼従業員の経営参画意識の向上を企図した

従業員持株会奨励金制度の拡充

◼Pay for Performance、

Pay for Jobの仕組み、運用

の強化

◼配属市場に応じた給与水準の

見直し

◼360度評価の導入・活用

◼部門のROIC評価の導入

新人事制度の推進により、DX・グローバル人材の育成、女性の活躍支援、機動的な人材配置

を実施、また持株会強化により従業員の「株主化」を推進

新人事制度のコンセプト

◼ テレワークの継続推進

◼ 週休三日制の試験導入(2022年4月）

◼従業員持株加入比率の向上

➢奨励金を従来の10％から50%に

引き上げ

2023年3月末時点  79.6%
（2021年3月より+25.7Pt上昇）



資本戦略
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当社の財務健全性を総合的に勘案したうえで

資本効率性・バランスシートの改善に向けた資本政策を着実に実行

新たな

企業価値創造

収益性の改善

利 益 成 長

経 営 資 源 配 分
の 最 適 化

株主還元の強化

投 資 ・ M & A

◼既存事業の構造改革と強化

◼成長領域における事業育成

◼ROE3期平均８％の超過

◼ ROE3期平均で８％を超過するまで
配当性向100%を維持

◼ コア事業及び人材への積極投資

◼ 機動的な人材配置の転換

◼ 実施時には有利子負債の活用を検討

◼ 投資委員会の議論に基づく規律ある
投資活動の実施

◼ 事業ポートフォリオの適切な管理

◼ 案件ごとの営業利益毎の収益把握

資本効率性の向上

販 管 費 の 抑 制

◼ 棚卸資産の圧縮

◼ サブスクリプションモデル成長による
運転資本の削減

◼ コスト削減による利益率の向上

◼自己資本を積み増さない

◼資本コストの最適化

レバレッジを活用した

バランスシートの改善
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配当方針
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24 25 

133 137 

15 

2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

予想

実績ROE 

7.7%

◼ 1株当たり年間配当金の推移（円）

中期経営計画2022-2024における還元方針

自己資本を積み増さない積極的な株主還元を企図し、ROE３期平均(*)８％を達成するまで、配当性向100%を維持

2024年3月期は年間137円（中間53円・期末84円）を予定

* 中期経営計画初年度である2023年3月期以降の

直近3期分の平均

ROE3期平均8%達成まで

配当性向100%

特別配当
+78円 +4円

40

配当下限
24円

予想ROE 

7.7%



株主優待
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基準日(毎年３月31日時点)の株主名簿に記載されている100株以上保有の株主様に対し、

保有株式数に応じて「おこめギフト券」を贈呈

保有株式数 優待内容

100株以上 200株未満 おこめギフト券 2kg分

200株以上 300株未満 おこめギフト券 5kg分

300株以上 おこめギフト券 10kg分

予 想 利 回 り ( 株 主 優 待 含 む ）
【計算条件】

• 株価：2023/9/14 終値（3,250円）

• おこめギフト券1kgあたり440円

• 300株保有

4.67％



• 本資料は、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証する

ものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は経営環境の変化などにより、

異なる可能性があることにご留意ください。

• 本資料は情報の提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりません。

ir-takachiho@takachiho-kk.co.jp

本資料のお取り扱い上のご注意

03-3355-1201

お問い合わせ先

高千穂交易株式会社 経営企画室 IR担当

mailto:ir-takachiho@takachiho-kk.co.jp
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